






研究目的 

分娩前後に児が安全に経過するための種々な検査ならびに管理のあり方について,今回は

前年度の業績をさらに発展させ,その方向づけを確定すべき段階にきている。すなわち臨床

例の集積,コンピューターの文献の集積,種々な検査の信頼度の比較検討を総合的に考え,

最も優れた管理指針を作成すべくデーターの収集がなされた。これによって胎児管理，特

に妊娠中では胎児予後の改善，分娩時には的確な fetal distress の早期発見,早期対策,

新生児管理の三方面からの検討を基礎として,分娩周辺の安全管理の指針作成を目標とし

た。 


